
げ

肇

論

の

研

究

釜

淵

清

英

憲

論

第

回

箪

馨

肇

の

,...

信
肇
は
東
晋
時
代
、
京
兆

(
陳
西
省
西
安
)

に
崖

る
。
(
!
)
家
貧
し
く
し

て
縮
書
を
以
て
業
と
し
て
居
た
が
、
共

聞
に
於
て
子
史
経
書
を
博
護
す
る
機
倉
を
得
、
途
に
玄
微
を
愛
好
す
る
や
う
に
な

つ
た
。
自
然
、
當
時
最
も
民

間
に

行
は
れ
た
老
荘

の
思
想
を
必
要
と
し
て
ゐ
た
。
然
し
乍

ら
未
だ
心
奥

よ
り
沈
醇
す

る
事
は
出
來
な
か

つ
た
も
の
㌧
如

く
、
曾
[て
老
子
道
徳
輕
を
護
ん

で
、

美
則
美
奥
。
然
期
紳
冥
累
之
方
。
猛
未
叢
善
也
。

(大
蕉
藏
輕
五
〇
,
三
六
愚

と
歎
息
の
僻
を
漏
し
て
ゐ
る
。
是
れ
老

荘

の
思
想
を
以
て

一
元
的
唯
心
論

に
突
入
し
得
な

い
こ
と
に
懐
焉
た
る
も
の
を
威
得
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思

ふ
。
後

偶

存
奮
維
摩
経
を
見

る
に
及
ん
で
敷
喜
賞
揚
し
て

「
始
知
所
疑
.臭
」
(
同
上
)
と
謂

ふ
。
此
よ
り
翻
然
、
身

を
佛
門

に

投
じ
、
方
等
三
藏
等
の
諸
纏
論

に
遍
曉
し

て
齢
僅
か
冠
年
に
及
ぶ
頃
、
名
、
三
輔

に
振
ふ
も

の
が
あ

つ
た
。
時
人
、

殊

に
競
碁

の
徒
、
彼
の
早
達
を
猜
ま
な
い
岩
な
く
或
ぱ
チ
里
の
路
を
努
苦
と

せ
す
關
内

に
來

つ
て
抗
辮
し
た
が
彼
既

に
才
思
幽
玄
、
又
談
詮
を
巧
み
に
し
た
故

に
、
楼
を
受
け
、
鏡
を
挫
折
し
て
流
滞
す
る
灰
寸
毫

も
な
か

つ
た
。
亦
京

肇

論

の
研
伽九

(
一
)
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肇

論

の
研

究

(二
)

兆

の
宿
儒
、
關
外

の
英
彦
も
到
底
彼
の
深
淵
な

る
學
識
を
説
破
す
る
こ
と
は
出
來
な
か

つ
た
も

の
、
如
く

で
あ

る
。

後
、
羅
什
が
姑
藏

(
甘
粛
省
掠
州
)
に
到
る
時
、
遠
く
行
ひ
て
随
從
し
、
求
法
し
た
。
恐
ら
く
ば
什
の
最
初

の
弟

子

で
あ

つ
た
だ
ら
う
。
(
2
)
そ
れ
よ
り
什

に
從

つ
て
長
安

に
至
り
、
趙
遙
園
に
勅
命

に
由

つ
て
列
し
、
僧
叡
等
と
什

の
翻
謬
事
業
を
扶
け

て
諸
経
論
を
詳
定
し
た
。

肇
の
出
世
し
た
當
時
、
聖
賢
世
を
去

つ
て
久
し
く
教
學
爾
界
土
ハ
に
衰
退
錯
鑑
し
、
甲
論
乙
駁
そ
の
停
止
す
る
所
な

く
、
是
非
本
末
を
辮
別
す
る
こ
と
甚
だ
困
難

で
あ

つ
た
。
然

し
才
悟
明
敏
、
目
を
過
ぐ
れ
ば
必
す

一
聞

に
し
て
論
す

る
底
の
什
に
諮
稟
し
、
能
く
去
就
を
過
る
事
が
な
か
つ
た
。

か
く
し
て
肇
は
該
博
な
る
思
想
を
輯
録
し
て
肇
論
等
藪
巷

の
論
を
著
は
し
、
維
摩
詰
経

に
註
し
、

叉
諸
経
論

の
序

を
作

つ
て
江
湖
の
評
論
を
仰

い
だ
。
共

の
論
を
見

る
に
孜
謹
に
、
槍
討

に
、
共

の
犀
利
な

る
限
識
と
卓
見
と
は
到
る

腱

に
能
く
時
人
の
爲
め
榛
奔
を
拓
く
も

の
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
共
論
議
の
文
藻
は
麗
逸
、
雄
健

に
し
て
萬
世

に

一
人
と
謂
ふ
も
過
稻

で
は
あ

る
ま

い
。
我
明
教
大
師

(
契
嵩
)
が
輔
教
編
註

に
曰
く
、

凡
撰
述
論
議
、
皆
奇
文
華
章
、
灼
然
可
観
、
如
西
肋『

則
馬
鳴
龍
猛
、
此
方
刷
慧
遠
僧
肇
、
共
著
述
謂
其
有
文
章

者
、
此
例
是
也
。
(
3
)

と
、
彼
の
丈
才
を
推
賞
す
る
に
馬
鳴
龍
樹

に
匹
疇
す
る
と
謂
ふ
を
以

て
も
そ
の
片
鱗
を
窺

ふ
に
足
る
。
時
人
彼
を
評

し

て
羅
什
門
下
の
四
聖
、
或
は
八
俊

の

一
人

に
歎

ふ
。
便
ち
高
僧
傳
(巻
六
)
に
、
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時

人
樽

之

日
。
、通

情
則

生
融

上
首

、
精
難

則
観

肇
第

一
。

(大
正
藏
縄
五
〇
、
三
六
八
)
と

謂
ひ
肇

論

新

疏

に
は
、

良

以
…腓
肩

八
俊

。
聯
衡

十
哲

。

同
氣

相

求
同

聲
相

慮
。

(大
正
藏
輝
四
五
、
二
〇
一
)
、

叉

「
肇
論

新

游

匁
」

に
八
俊

の

一
人

に
推

右

す

る
を
見

る

に
、
弱

冠

の
彼
、

E
壁

の
間

に
伍

し

て
何
等
識

見

に
於

て
遜
色

す

る

所

な

か

つ
た
も

の
と

■思

は
れ

る
。

の

み
な

ら

す
抱

の
三
聖
と

共

に
出

藍

の
評

さ

へ
存

す

る
。

如
斯

、

千
載

の
驚

才
、
束

晋

安
帝
義

煕

十
年

、
春

秋

三
十

一
歳
(
4

)
を
以

て
長

安

に
示
寂

す

。

そ

れ
迄

、
常

に
師

側

を
離

れ
す
、

夙
夜

研
修

を
專

ら

に
し

て
、
師

を
憶

ふ
切
な

る
情

は
共

同
輩

の
何

人

に
も
劣

ら

す

、

途

に
什

の
入
寂

に
際

し

て
關
極

の
威

を
縷

々
と

演
.
べ
て
諌
詞

を

も

の
す

る

に
至

つ
九
。
(
5
)

(1
)望
月
信
冒了博
士
著
「佛
教
大
年
表
」
(九
八
頁
)
に
因
れ
ば
東
晋
孝
武
帝
太
元
九
年
出
世
と
あ
る
。

(2
)境
野
黄
洋
博
士
著
「支
那
佛
激
史
講
話
」上
巻
(
二
〇
八
頁
)参
照
。

(3
)輔
教
編
廣
原
教
要
義
第
十
穴
篇
に
「
顧
蓮
其
法
則
有
之
有
章
也
」
(大
正
藏
纏
五
二
.
六
五
八
)と
あ
る
を
註
し
て
言

へ
る
も
の
で
あ
る
っ.
暉
學
大

系
(批
判
部
)百
八
百
ハ所
載
c

(
4
)佛
.帽
歴
代
爵
載
(綾
藏
第
M
輯
乙
第
五
套
第
二
無
百
八
十
三
買
)に

「肇
卒
三
十
有
一
當
時
惜
早
世
云
」
と
あ
リ
。
高
信
傳
巻
六

(大
正
藏
経
五

〇
、
三
六
六
)
に
は
「東
皿日畿我
煕
十
年
卒
長
安
o
春
"一秋
三
十
右
二
山矢
」
と
あ
り
、
塑
轟日
〃補
騨士
薯
凸
…佛
教
大
年
士衣
L
(
一
〇
四
)、
焙
淵野
博
・士
薯
【「
支
那

佛
教
史
講
話
」
上
春
(
二
〇
八
頁
)共
に
高
懲
傳
と
同
説
で
あ
る
。
三
+
一
歳
説
を
採
用
す
る
Q

(
5

)
(
大
正

藏

纒
一五

二
、

二

六

四
1

・二

六

五
に
断

載

)訟少
昭
…Q
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肇

論

の

硯

究

(
三

)



～肇

弧磯

の

爾

究

(
四

)

第

團
価
章

馨
}
輪

の

騰

宣

致

り

、
肇
論

の
成
立
前
後

の
事
情
を
記
録
す
る
確
乎

九
る
史
料
は
梁
高
僧
簿
の
み
で
あ

つ
て
、
他

に

「
歴
代

三
實
記
」
八

巻

(大
正
藏
纒
躍
五
、
八
〇
)
が
存
す
ろ
も
海
鍛
薄
と
杢
然
、
緯

一
の
内
蓉
を
記
し
、
又

「
佛
窟
歴
代
通
載
」

巻
八
(締
藏
経

第
三
編
第
五
套
第
二
紐
百
八
+
二
頁
)
に
至

つ
て
は
極
め
て
簿
輩
な
塗
料
を
提
供
し
て
ゐ
る
の
み
で
、
何
等
見
る
可
き
史
料
は

な
.い
。
因

つ
て
高
僧
博

に
從

つ
て
薗
ハ
の
吏
料
を
研
討

し
乍

ら
塾

べ
る
こ
と

に
す

る
。

撮

て
、
肇
論

は
「
物

不
蓬
論
」
、
「
不
箕
塞
論
」
、
「
般
蔚
蕪
知
論
」
、
噌、淫
桑
無
名
論
L
、

の
四
論
を
包
含
し

て
ゐ
る
Q

然

し
乍
ら
僑
肇
自
身
は
決
し
て
肇
論
な
る
名

に
於
て
囲
論
を
綜
括
し
て
署
し
た
も
の
で
な
く
、
後
人
が

か
㌧
る
名
附

し
て

一
括
し
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
侮
陛
、頃
に
穆
人

に
爵

つ
て
か

㌧
る
客
薦

を
附
さ
れ
、
斯

く
成

つ
た
か
更

に
判
ら

ぬ
。
若
し
私
を
し
て
淡
自

に
其
想
像
す

る
溝
を
言
は
し
喬
れ
ば
、
肇

の
渡
後
臨
も
な
く
肇
論
な

る
名
稻

の
四
論
を

一

括
し
て
附
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
Q
靱
蚊
な
れ
ば
肇
と
髭
爵
.代

の
慧
薦

に
禽

つ
て
肇
論
疏
三
巷
並

に
序
が
著
は
さ
れ
て

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
侮
人
に
霞
り

て
爲

さ
れ
π
の
か
為
…然
鐸
明
し
な

い
。

四
論

の
著
述
さ
れ
た
順
序
を
藤
、・隙
す
る
に
、
設
若
無
繋
論
ぱ
騒
膏
が

「
大
晶
鍛
若
経
」
を
融
詳
し
た
時
、
共
経
典

の
置
ハ禮
を
把
捉
し
て
最
初

に
著
し
、
仕
に
薬
し
弩
が
、
膏
は
之
を
護
ん

で
、

吾
解
不
謝
子
、
僻
當
相
把
、
(.入
職
藏
饗
土
○
、
三
六
冗
)

と
稻
歎
し
た
。
時
に
鷹
出
.
の
隠
士
、
劉
遺
氏
も
之
を
見
て
讃
樗

し
、
藤

つ
て
慧
遠
も
「
未
常
有
也
」
(
同
上
)
と
謂
ひ
て



肇

論
の

何
所

釜

、

中
論
云

、

由 不
研 臣

究

(
五

)

閣
昧
未
悟
う∫～
極

、9

鷲
翫
験

冷
」'訟
蒙
璽
晶擁
臨
齢
旗漏
(同

上
二
二
九

)

破
世
謙
故
蟻
不
破　
其
診

、

叉
論

云
、

談
法
若
塞
鱒
無
1,繊

萱艦

、

一1払

豪r
盤
声:≧
姥
瓢

凡
}ダ菖

養:子無

洋
、

二
有
無

、

洋
道

修

短
之

ネi.1
羅 タノ`ノ

丁デ
ー二一r

b

瓠
錘

難
玄
欝
恐
繕
顧
勝
引
定
、
'害 ・

5.1∫

河 み感

.

'フ.^

/・ 、、

li}」

、

鴨.自

幽

可

・.

γ

'
「/

コ
.{

』
置

馳
;

r
ー

ノ

ノ
/
・

ゾ

葦

`

診

に
`

㌃、、.㍗

P圏

㌔

然

螺
、有
無

之
緯

、

乃
是
邊
見
翫
存
、

者
、

町、ら ト

顔r>
'害㌦

里

不

無

之

録
、

晦熱

るで、・

鋲

未

隻・ミノ
丸

こ じ 　る

溝
jl監

配か

_...可噛

～.『ノ、

∠ 一プ

ぐ蕾:.・

,.虹、ヨ,

」:ゴ.、

」

鎗

・p

、∵
.」

ゆ　

ほ
じ　

じ

」

」…

呂
.熊

必
索
有
於
有

㌔
㌔
・'に
,
㌃
、
、
二
妬.∵

～
.

こ
2壷
聖

甜
,が

強

皆
.…イ

、

イー・/
iう

無

之

相

讐

故 猫

尋
本
以
致
悟

、

不
容
明
、.、 ・覧

L

之無

鳥
ノ

ノ』・、ひ

、ヤτ与`

'..1-P
.5

、

以
禽
鳥
憶
、
　 ずじぜ

ノ》
へ1
≠ク㍉

捗
鶏
宗
乏.チ

、

5噛ユ洋

L.L厚.5馳

・It
-.亨『…

箪f
,i些

鋤

非

極
、

若
以
.妙
無
有
爲
妙

詔
云
夫
道
者
以
無
爲
爲
宗
、
=隷
4=婁
3よ

盆捗

爲
、

復
何
析
右
離`5目

、

　 　　の　

ゴ舜

ふ.に

哉1垂、{〆踊

轟鵬μ こ

誠

不

容
言
、

然
庭
在
渉
求
之
地
、

不
得
不

廣

弘
明
集

(大
蕉
藏
経

五
二
、
一

_肖

ニ

ノ㌧
、 ノ

しし
.

荘.

レ;

へ

ぢ

の
り

　
　
ら
ゐ

る
に
安
城
侯
銚
嵩
は
辮
灘
し
て
日
く
、

夫 最
道

者

㎝以
盤
加傍
岬爲
舌
不

一陣

右

± じ
・で、

杢i慈♂肱、

ヂ ・,
万～シ

、

復
桐
撰

幽
ヨ

」

書
ケ

『

P
/

声
、
Ψ

-「囲ー

r
香
J

F

F

-

,

Q

後

に
「
浬
葉
無
名
論
」
を
著
し
て
一

玄
旨
を

次
い
で
」不

眞
室

亜
、

「
物

　ゑ

/1、層

ぐ`1更ゴ
ンご)三

姜張
癖1膏j

L

店 ・ の

る

が
、

之
ふ
よ

,
ξ
、

_繭

ま

つ

一

　

一

『

、直

F

ト

瓢

』
・レr
鴇、

鷹
毒

ご

.

ワ

、勘酒
、

」勢

・
卦
ノ
」償

.
力

笥
瞬

(
駕
～

づ

q
.η

ヌ

遷
工
こ

の

冬

・ー
、

_犠
一
魯振ゼ
lii6

冷も

轟浄;窪

ψ`

し

て

ゐ

洛㌔

自
家
藥
籠
中

の
も
の
と
し
て
綻
積

に
怨
ひ

て
居
る
如
き
は
彼
を
俊

つ
て
姶
め
て
爲
し
得
ら
れ
る
戚
が
あ

(
i

)
就
中
「
方

寸
」
、
「
_《

心
L
と
か
「
至
趣
無
言

言
馬
譲
旨
L
と
か

目
中

論

、
」.^

!き智
　 ら

度
論

般
若
終
藝

の

福
要

る な
oヴ ⇔

所

以
、

無
知
と
敢

て
講
ふ
理
爵
を
陣
、癖
言

の
、論
濠
を
墜

し
無
駕
に
論
き
家

-h

ソ

詮

き
去

り
理
路

井
然

と

し

て
ゐ

る
。

劉
遺
氏
の
論
難

の
書
翰

で
あ

つ
て
、
共
質
殿
せ
し
要
誌

は
擦
宕

の
澄
、
非
雰
非
露
な
る
鮎

で
あ
る
。
非
有
非
無
な
る

賞

讃

し

た
。
つて

れ
よ
b
麓

Σ「至
一
韮

の
求
道
者
は
等
、し

く
被
尋
飛
味
し

灘

更
に
書
翰

の
縫
復
を
重
ね

}

〕
○

ア

殊
に
有
名
な
の
は
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肇
・
論

の
研

究

(六
)

之

に
封
し
て
帝
答

へ
て
曰
く
、

卿
所
難
問
、
引
喩
飛
富
理
極
深
致
、
實
非
膚
淺
所
能
具
答
、

卿
叉
問
、
明
道
之
無
爲
爲
宗
同
、
諾
法

之
自
塞
爲
妙
塞
、
無
以
成
極
耶
、
叉
引
論
中

二
諦
之
問
言
、
言
所
不
及
途
之
無
爲
所
寄
耶
、
吾
意

以
爲
、
爲
道
止

無
爲
、
未
詳
所
以
{示
也
、

何
者
夫
衆
生
之
所
以
流
韓
生
死
者
、

皆
著
故
∵也
、

若
欲
止
於
心
部

不
復
生
、

既
不
生

死
、
潜
赫
玄
漠
輿
塞
合
膿
、
是
名
漂
桀
耳
、
既

日
浬
般
木
、
復
何
容
有
名
於
共
問
哉
。
云
云
(同
上
二
二
孝
ー
土

三
〇
)

と
、
是
れ
帝
が
直
戴
簡
明
に
浬
築

の
膿
を
關
明
し
た
要
文
で
あ
る
。
之
の
丈
旨
を
中
心
と
し
て
、
衆
維

に
例
謹
を
軌

り
、
審
さ
に
問
答
法
を
借

つ
て
復
演
し
た
の
が

「
浬
葉
無
名
論
」

で
、
之
を
帝
に
献
上
し
た
の
で
あ

る
。
該
論
を
著

は
し
た
肇
は
無
論
、
浬
桀
の
玄
道
は
充
分

に
悉
知
し
て
居
た
事
は
窺
ひ
得
ら
る
、
。
斯

く
て
帝
は
之

に
賛
述
を
加

へ

繕
寓
し

て
諸
子
に
頒
布

せ
ら
れ
た
。
然
し
愛

に
注
意
を
要
す
る
事
項
あ
り
。
便
ち

「
混
繋

無
名
論
」
を
署
す
動
機

に

就

い
て
最
初

に

「
乃
什
之
亡
後
、
追
悼
永
往
翅
思
彌
属
.
乃
著
浬
漿
無
名
論
」
と
あ
る
も
、
(
2
)
肇
の
挑
興
帝

に
上

奏

せ
し
文
が
傳
末

に
載

せ
ら
れ

て
ゐ
る
の
に
、

一
日
遇
蒙
答
安
城
侯
出局
問
無
爲
宗
極
、
頗
捗
浬
桀
無
名
之
義
、
今
頼
作
浬
般
木
無
名
論
、
有
九
演
十
析
、
博
探
衆
経

託
謹
成
喩
。
(
3
)

と
あ
り
、
又
浬
藁
無
名
論

の
胃
頭

に
當
時
の
清
息
が
記

さ
れ
て
ゐ
る
。
故

に
後
者
の
更
料
を
正
當
な
吏
料
と
思

ふ
。

此

の
章
を
終
る
に
當

つ
て

一
言
附
加
し
度
い
事
は
肇
の
學
統

に
就

い
て
で
あ

る
。
六
朝
時
代
よ
り
の
老
荘

思
想
は

創



術
晋
代

に
も
盛
ん

に
行
は
れ
、
肇
も
出
家
以
前
は
老
荘
思
想
を
心
要
と
し
て
居

た
か
ら
、
自
然
出
家
後
も
老
荘

の
臭

味
を
脱
却
す

る
こ
と
が
出
來
得
す
、
寧
ろ
老
荘

の
筆
致
を
用
ひ
、
或
は
轄
載
す
る
所
少
く
な

い
。

因

つ
て
格
義
系

に
非
す
哉

の
疑
念
を
挿
ま
し
む

る
恐
れ
は
充
分
認
め
ら
る

～
。
が
中
心
思
想
は
般
若
で
あ

る
事
は

諸
種
な
る
黙

か
ら
疑
ひ
得
な

い
。
然
ば
如
何
な
る
思
想
學
統
な
り
し
か
。
そ
れ
は
先
づ
師

の
什
及
什

の
師
匠
に
淵
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
羅
什
が
若
年
に
師
事
し
且
最
も
影
響
を
受
け
尤
と
言
は
れ
て
ゐ
る
須
利
耶
蘇
摩
の
思
想
が
龍
樹

の
直

系
的
學
統
の
如
く
傳

へ
ら
れ
う
け
れ
ど
も
、
青
目
の
時

に
渉
車
附
近
に
於
て
行
は
れ
た
る
経
量
部

(ω
、
、
汁.劉
コ穿

菩

)

又
は
説
轄
部
(
しQ
簿
琶
自
、暮
隅ー
<
&
劉羽

の
思
想
と
、
龍
樹

(尾
碧
筒
二
§

詞)
と
地
方
的
に
合
糠
さ
れ
て
純
粋
な
る
も

の
か

ら
遠
ざ
か

つ
て
ゐ
る
。
龍
樹

の
中
論
を
青
目
が
繹
し
九
る
も
の
に
本
位
を
推
求
す
れ
ば
眼
等

に
於
て
先
無

に
し
て
今

後
は
又
無

で
あ

る
と
言
ひ
、
龍
樹

の
超
越
的
實
在
的
傾
向
を
維
量
部
の
経
験
的
虚
無
論
的
思
想

に
引
き
付
け
ら
れ
て

解
繹
を
下
さ
ん
と
す
る
痕
跡
は
明
自

で
あ

つ
た
。
経
量
部

の
纒
験
的
虚
無
論
的
思
想
は
浬
繋

の
到
達

に
於

て
、
圭
意

的
實
在
論
が
認
め
ら
れ
て
居

る
か
ら
、
羅
什
の
實
相
論
は
維
量
部

の
思
想
か
ら
由
來
し
た
も

の
に
し
て
、
龍
樹

の
世

諦
を
離
れ
す
し
て
第

一
義
諦
を
認
め
ん
と
す
る
堅
實
な
る
積
極
論

で
は
あ
り
得
な
い
。
眼
等
の
諸
法
は
置
ハ實

の
有

に

非
す
と
極
論
し

て
本
住
を
先
無
と
言
ひ
た
る
須
利
耶
蘇
摩

の
思
想
は
龍
樹

の
博
統
に
あ
れ
ど
も
龍
樹

の
思
想
を

一
攣

し
た
る
も

の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
羅
什
は
蘇
摩

の
思
想
に
傾
倒
し
た
る
を
悔
い
て
、

吾
昔
學
小
乗
如
人
不
識
金
以
鍮
石
爲
妙
。
(
大
正
藏
経
五
〇
、
一三
一δ

)

肇

論

の
砺
究

(七
)



肇

論

の

研

究

(
八
)

と
嘆
じ
て
廣
く
義
要
を
漁
り
、
中
論
、
十
二
門
論
、
胃
論

等
を
受
藩
し
た
る
事
は
注
意
を
要
す
る
。
要
す
る
に
晩
年

⑪
羅
什
は
般
若
思
想
を
経
量
部

の
主
意
論
的

に
取
扱
ひ
た
る
詞
梨
段
摩

の
成
實
論
と
寵
樹

の
中
論
を
経
量
部

の
唯
象

論
的

に
取
扱
ひ
た
る
青
目

の
思
想
を
緩
承
し
た
る
も

の
に
し

て
、
大
努
度
論
、
十
住
毘
婆
娑
論

の
如
き
敏
梅
を
依
信

す
る
や
う
で
あ
る
。
斯

く
の
如
き
思
想
の
羅
什
を
師
と
簿
い
だ
僑
肇
は
思
想
上
に
於
て
杢
く
濁
立
的
研
究
と
明
敏
な

る
識
見
と
相
侯

つ
て
、
純
粋
な
る
般
若
思
想

の
瀧
奥
を
窮
め
た
か
ら
、
羅
什
と
は
自
ら
異

つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
彼
の

著
書
及
び
註
、
序
等

に
明
、瞭
に
看
取
さ
れ
る
所

で
、
侮
等
懐
疑
す
可
き
鯨
地
も
存
し
な

い
。

然
れ
ど
も
漢
魏
以
來
の
學
弊
な

る
交
字
の
存
在
を
思
考

の
前
提
と
な
し
て
、
文
字
と
の
開
係
に
於
て
思
惟
を
構
成

す

る
訓
話
的
傾
向

に
多
少
囚
れ
て
ゐ
る
恨
が
存

せ
ぬ
で
も
な

い
が
、
般
若
玄
鑑

の
妙
法
を
巧

み
に
把
握
し
て
自
由

に

顯
彰
し
、
彼
な
ら

で
は
と
思
は
し
め
る
論
断

の
冴
え
が
著
書

の
庭

々
に
籟
れ

て
ゐ
る
。

術
肇
論

の
研
究

に
密
接
な
る
該
論

の
註
薩
を
列
墨
し
て
置
く
。
註
疏
は
肇
渡
後
、
間
も
な
く
慧
達

に
由

つ
て
疏
三

雀
が
著
は
さ
れ

て
以
來
、
明
代

に
至
る
迄
凡
そ
十
八
部

四
ナ
谷

の
多
き
を
歎

へ
る
事
が
出
來
る
。
就
中
、
物

不
遽
論

は
特
に
他
の
三
論
と
切
放
し
て
註
疏
が
著
は
さ
れ
て
ゐ
る
。
梗
ち
左

の
如
し
。

肇

論

疏

三

谷

晋

慧

達

同

上

同

上

唐

元

庶

肇

論

記

若
干
雀

唐

光

藩



■j

LL

痘

」

爽
科
肇
論
序
記

肇

論

科

肇
論
疏
註

肇
論
新
註

肇
論
新
疏
游
匁

肇
論
私
記

肇
論
略
疏

肇

論

鋤

肇
論
文
句
圖

肇
論
略
出
要
義

肇
論
略
註

物
不
遷
論

正
量
澄

可

「ヒ

藪

一

物
不
遷
論
辮
解

惟

論

の

研

究

…一 二ニ ー・ 六 一 一 三 … 一一 三 三 六 一 … 同

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 雀 巻 巻 巻

r司 同 同 同 同 宋i官」 『司 貯冠 明

翼 鎮 道 徳 霊 同 慧 東 亡 同 文 同 遵 曉

山

界 澄 衡 清 興 上 讃 矩 名 上 才 上 式 月 源
(九

)

"
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肇

鱗澗

の

研
…
究

(
一
〇
)

(1

)
大
正
藏
纏

四
五
、

二
五
五
ー
ー

二
五
七
所

載
Q

(
o沿
)
藤

田
漢
山
氏
霧
門
簑
藏

譲

に
現

は
れ
た
る
曾
肇

の
思
想
L
(
灘
學
研
究
第

七
號
第
六

十
七
頁
所
載
)
に

『
什

の
亡

後
に
及
ん
で
、
其
永
往
を
追
悼

し

て
「
潟
樂

無
名
論
」
を
著

し
た
』

と
あ

る
は
杜
撰

な
る
史

實

で
あ

る
。

(
3
)
大
正
藏
経

五
〇
、

≡

二
〇
所
載
。胎薦濁

第

囲

噛箪

馨
蕪
課
臆
現
は
麗
た
患
耀
鵡曲
臨劉
昆
暴

第

㎜

燕臨

購
職馨
}出
盤
.購
代
の
離
若
思
鰻
心

支
那
本
墨
、…に
般
若
悪
想
を
最
も
宣
揚
し
、

一
大
勢
力
を
思
想
界
に
醸
成

さ
し
た
源
泉
を
作

つ

た

の

は

羅

什
で
あ

・Q
。
共
功
蹟
は
費

に
東
洋
文
化
吏
上
、
到
底
閑
邸
し
難
き
偉
蓮

・
あ
り
、
又

一
方
醗
鐸

せ
る
諸
大
乗
紹
論
は
悉
ー
重

 要
な
も
の
ば
か
も
・
で
あ

る
。
故

に
羅
什
を
以

て

一
匿
劃
と
し
て
奮
諜
と
新
課

の
名
稽
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
般

若
経
及
其
傍
系
の
趣
典
は
羅
行
以
前
號

に
、
歎
種
鐸
出
さ
れ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な

く
、
講
経
す

る
者
さ

へ
あ
る
を
以

て
、
東
晋
時
代
に
毫
入
る
前

に
少
し
く
述

べ
て
見

よ
う
と
患

ふ
。

支
那

に
は
古
く
か
ら
老
湛
思
想
が

行
は
れ
、
人
心
を
風
靡
し
て
ゐ
だ
か
ら
般
若
思
想
が
最
も
理
解

し
易
い
所
か
ら

佛
敏
渡
摩
の
最
初
よ
・り
懸
.諜

せ
ら
れ
、
爾
來
綾

々
と
し
て
断

へ
な
か
つ
た
。
開
元
繹
経
録

(大
正
藏
縫
五
〇
、
四
七
七
)
に

由
ξ
に
、

68



(
一
)
道
行
般
若
波
羅
密
経

(
二
)
道

行

経

(
三
)濡
首
菩
薩
無
上
清
津
分
衛
経

(
四
)
大
明
度
無
極
経

(
五
)
光
讃
般
若
波
羅
密
経

(
'、」ノ
)
新
憎
鵡
行
無
瓢

(
七
)
放
光
般
若
波
羅
密
経

羅
什
以
前

の
蕪
諜
は
先
づ
斯
如
く
で
あ
る
が
、
唐

る
輕
典

で
ぱ
あ
る
が
、
亦
甚
だ
盛
ん
な
り
と
云
は
ね

す

し
て
、
其
講
経

に
於
て
も
李
行
し

て
猛
然

と
し
て

績

い
て
唐
僧
淵
、
濫
潜
、
支
遁
、
道
恒
、
竺
法
汰
、

し
た
Q
去
ハ
・
な
が
ら
彼
等
の
研
詑
は
各
々
猫
創
的

で

思
想
を
多
か
れ
少
な
か
れ
加
昧
し
て
般
若
的
思
想
も

は
出
來
な

い
。

一
例
を
墨
げ

て
格
義
の
風
潮

の

一
端

安
日
。
先
奮
格
義
於
理
多
遠
、
先
日
。
且
當
分
折

肇

論

の
研
究

遣 を 論 あ 道 盛 ば 以 三 十 十 四 ニ ー 十
遙 示 読 つ 坦 観 な 前 十 五'せ し て 等 を ら に 巷 雀 巻 雀 巻 雀 巷

何 ば アこ'・ 々 呈 ぬ 於
容 道 。 決 も し 。 て
是 安 勿 し 先 た 而 は 同 同 西 魏 同 同 後
非 が 論 て をoし 爾 晋 漢
先 信 格 一 雫 先 て 十
達 先 義 様 ふ づ 軍 藪 無 同 法 支 嚴 竺 支

書 簡 歪 寒 講 嚢 昊 馨 羅

課る
。
大
般
若
は
元
來
、
浩
禰
な

小
品
の
般
若
経

の
課
出

に
止
ら

張

つ
た
の
は
晋

の
支
考
龍

で
、

に
或
は
思
想
の
宣
揚

に
力
を
霊

、
當
時
熾
ん
に
行
は
れ
た
道
家

し
、
般
若
正
系
と
看
倣
す
こ
と

し
た
時
に
、

賛
理
教
宜
令
允
悩
、
法
鼓
競
鳴

へ
=

)

佛 佛 蓋
弘 見 属 く 経 を 品 す 叉 上 護 謙 調 朔 繊

講i繹 課 繹 課
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曲筆
論
…
の
蘇

究

(
一
二
)

何
先
何
後
Q
(大
正
藏
経
五
〇
、
三
五
五
)

此

の
問
答
を
考
察
す
れ
ば
自
ら
當
時
の
格
義

の
風
潮
が
如
何
な

る
も
の
で
あ

つ
た
か
が
殆
ん
ど
推
知
出
來
る
こ
と

、

思

ふ
。

叉
羅
什
門

下
の
信
叡
法
師

の
毘
摩
羅
詰
提
纏
疏
雀
序

に
、

自
慧
風
東
扇
法
言
流
詠
已
來
、
錐
講
隷
格
義
迂
而
乗
本
、
六
家
偏
而
不
即
性
塞
之
宗
。
(大
正
藏
纏
五
五
、
充
九
)

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
事

に
因

つ
て
も
羅
什
以
前
既

に
格
義

及
び
諸
學
詮
、1
)
の
行
は
れ
た
事
が
到

る
。
共
等

の
内
、
就

中
勢
力

の
あ

つ
た
の
は
格
義
、
心
無
読
、
即
色
読
、
本
無
説
の
如
き

で
、
今
夫
等
を
窺

ふ
可
き
文
献
と
し
て
は
次

の

如
き
も
の
で
あ

る
。

(
一
)
後

秦

潜

肇

不
眞
塞
論

(
二
)
劉

宋

曇

濟

七

宗

論

曇
濟

の
七
宗
論
共
物
は
歓
本
で
あ
る
が
、
唐

の
吉
裁
薯
中
親
論
疏
巻
二
末

に
引
用

さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
趙
宋

の
曉
月

著
肇
論
序
疏
も
梁
宝
唱
法
論
所
牧

と
し

て
引
用
し

て
居

る
。

(
三
)劉

宋

彗
心

鏡

轟
貝
相
山
ハ
出
ボ
込
醐

之
も
同
様
歓
本
で
あ

る
が
前
記
曉
月
の
肇
論
序
疏

に
績
法
論
所
牧
と
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
是
れ
は
慧
鏡
が
實

相
論

に
立
脚
し
て
、
諸
説
を

二
諦

の
義

に
約
し
て
叙
述
し
π
も

の
で
あ
る
。

(
四
)
劉

宋

談

清

七
宗
論
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前
出

の
梁
僧
寳
唱
の
績
法
に
牧
録
き
れ

て
ゐ
た
の
だ
と
言

ふ
。
(丈
オ
の
肇
論
新
疏
游
双
航
説
)
原
本
は
映
本
。

(
五
)
齊

周

顎

三
宗
論

之
は
唐
代
の
吉
藏
著
作
に
か
㌧
る
中
槻
論
巻

二
末

に
引
用
さ
れ
て

み
る
も
の
で
あ

る
。
原
本
は
敏
本
。

右
掲
示
し
た
諸
交
献
を
総
合
し
て
見

る
に
此
の
時
代

に
格
義
及
び
六
家
乃
至
七
家
の
學
説
が
あ

つ
た
こ
と
が
鋼
る
。

併
し
最
も
行
は
れ
た
學
読
(
格
義
は
除

く
)
と
、
共

人
を
圖
示
す
れ
ば
大
膿
次
の
如
く
で
あ
る
。

・

1

心
無
読

…
1
…
ー

道

恒

鵬
軸

囎

歯

色
説

斐

遁

ー

本
無
説

竺
法
汰

義
熱
響
門

色
無
論
ー

-
温
法
師

肇

論

の

研

究

(
一
三
)
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肇

論

の

硯

究

(
一
四
)

肇
論
疏
灘

灘

斯

の
如
き
時

に
羅
什
が
印
度

の
般
若
思
想
を
傳

來
し
、
弘
始
三
年

に
挑
興
帝

の
招
き

に
鷹
じ
て
遣
遙
園
の
課
揚

に

來
た
。
羅
什
の
思
想
は
既

に
述

べ
た
如
き
維
然
と
し
た
る
般
若
思
想

で

あ

つ

た
が
晩
年

に
は
僧
叡

の
大
品
経
序
に

鳩
摩
羅
什
法
師
、
恵
心
夙
悟
越
持
詣
、
天
魔
干
而
不
能
廻
、
淵
識
難
而
不
能
屈
、
扇
龍
樹
之
遺
風
、
振
悪
響
於
此

世
Q
(大
正
藏
維
五
五
、
五
三
)

と
あ
る
如

く
、
龍
樹

の
正
統

に
轄
換
し
た
事
が
明
白

に
推
察
す
る
事
が
出

來
る
。

の
み
な
ら
す
鷹
山
の
慧
遠
と
の
法

理
上
の
問
題

に
封
す
る
問
答
を
載
せ
た
る
大
乗
大
義
章
を
見

る
に
、

又
大
智
変
論
論
五
事
、
所
謂

一
切
説
言
道
、

滅

一
切
心
行
、

名
爲
諸
法
賛
相
.

諸
法
實
粗
渚
,

假
爲
如
法
性
眞

際
}、
鈍
』甲
晶非
有
非
鉦
鋤
.
禽

不
可
得
、
穂
詮
有
無
耶
。
(大
正
藏
経
四
五
、
=
二
五
)

佛
法
中
都
無
微
塵
之
名
、
但
言
色
若
鹿
若
細
、
皆
悉
無
常
、
至
不
説
有
極
微
極
細
者
、
若
以
極
細
爲
微
塵
、
是
相

不
可
得
、
而
論
者
於
此
多
生
過
答
、
是
故
不
説
。
(大
正
藏
繧
四
五
、
一
三
七
)

等

の
如
き
、
亦
眞
塞
、
無
相
等

々
の
般
若
経
典

の
用
語
を
庭

々
に
活
用
し
て
自
己
の
羅
蓄
を
啓
示
し
て
居
る
所
か
ら

推
測
す
る
に
、
可
な
り
般
若
思
想
に
通
蓬
し
た

る
所
が
あ

つ
た
と
思
は
れ
る
。
次
の
彼
の
般
若
系
統
の
諸
経
論
を
諜
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出

す

る
所

を
見

る

に
次

の
如

き

も

の
が

あ

る
。
(
2

)

大
品
般
若
経

小
晶
般
若
経

金
剛
般
若
経

大
智
度
論

中

論

四
十
巻

十

巻

一

巻

一
百
雀

二

雀

百

論

+
二
門
論

維

摩

経

成

實

論

二

雀

一

倦

三

巻

二
+
巻

右

の
如
き
尤
大
な

る
経
論

の
巻
藪
を
醗
鐸
に
他
の
経
論
よ
り
も

一
層
心
血
を
注
ぎ
、
然
も
迅
速

に
繹
出

せ
し
事
、
確

實
な
る
こ
と
に
於
匹
濤
牢
な

る
大
醗
諜
家
で
あ
る
。
が
彼
は
殆
ん
ど
傳
鐸
の
み
し
九
。
而
し
て
彼
は
學
究
の
器
で
な

く
寧
ろ
思
想
傳
縮
の
媒
介
者
と
評
す

る
も
敢
て
過
言

で
は
あ
る
ま

い
。
從

つ
て
思
想
、
學
説
を
論
述
し
た
る
著
書
は

殆
ん
ど
見
當
ら
な
い
。
僅
か
に
眺
興
帝

の
求
め
に
鷹

じ
て
實
相
論
(
歓
本
)
を
著

し
、
慧
遠

の
質
疑

に
答

へ
た
大
乗
大

義
章
三
巷
。
(大
正
藏
経
四
五
、
一
二
二
)が
存
し
へ
亦
弟
子
信
肇

の
註
維
摩
経
三
巻
中

の

一
部

に
彼

の
施
し
た
註
繹
が
存
す

る
に
過
ぎ
な
い
。
然
も
之
等
は
悉
く
鷹
答
的
な
…封
材

に
由

つ
て
書
か
れ
、
別

に
組
織
的
敏
鐸
を
説

い
た
も
の
で
は
な

い
。
其
故
自

己
の
自
思
想
膿
系
を
充
分
顯
は
し

て
居
な
い
。
愛

に
注
意
す
可
き
問
題
は
彼
の
般
若
経
醗
繹
に
就

い
て

で
あ

つ
て
、
羅
什
の
醗
諜
し
た
輕
典
は
唐
の
玄
奨
法
師

の
繹
経
が
あ

つ
て
以
來
、
分
量
に
於
て
劣
り
、
且

つ
玄
癸
自

身
が
奮
諜
に
誰
略
多
し
と
て
朝

廷
に
上
奏
し
(
3
)
取
り
除

ん
と
企
て
た
事
と
爾

々
相
侯

つ
て
奮
課
は
益
く
無
偵
値
な

肇

論

の
硯

究

(
一
五
)



肇
・
論

の

研

究

(
一
六

)

も
の
～
如
く
諒
解

さ
れ
て
ゐ
る
。
實
際
は
新
課
(
玄
癸
澤
)
以
上
に
纏
典
の
置
ハ意
を
登
揮

さ
し
て
居
り
、
宗
教
的

に
も

交
學
的

に
も
特
色
を
持

つ
の
み
な
ら
ず
、
後
世
、
佛
教

の
各
方
面

に
向

つ
て
影
響
を
與

へ
て
ゐ
る
こ
と
は
却

つ
て
玄

…斐
繹
以
上
と
云

ふ
も
阿
好

の
言

で
は
な

い
と
思

ふ
。

般
若
系
統

の
諸
脛
論
が
魏
謬
さ
れ

る
と
共
に
、
羅
什
門
下
に
蔚
然
と
般
若
,研
究
者
が
踵
を
接
し

て
輩
出

し
た
。
先

づ
信
肇
が
肇
論
、
寳
藏
論
等
の
醇

正
な
る
般
若
思
想
を
登
揮

し
た
も
の
を
備
矢
と
し
、
道
融
が
大
品
、
維
摩

の
爾
紹

の
義
疏
を
著

し
、
中
論
を
講
じ
、
曇
影
が
註
中
論
、
信
導
が
成
實
義
疏
、

三
論
義
疏
、
三
諦
論
を
著
す
等

々
悉
ー
秀

逸
な
著
述
で
量
ハに
兄
た
り
難
く
弟
た
り
難
き
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
又
、

一
方
羅
什
と
杢
く
關
係
な
く
し
て
般
若
研

究

に
没
頭
し
た
人

に
道
安
(⊥
二
八
五
)
が
あ
り
、
共
著
述
も
亦
少
く
な

い
。
(
4
)

光
讃
折
中
解

放
光
般
若
折
疑
准

放
光
般
若
起
審
解

實

相

義

般
若
折
疑
略
序

+
二
門
糎
註
序

大
+
二
門
序

巻 巻 巻

光
讃
抄
解

放
光
般
若
折
疑
賂

道
行
糎
集
異
註

道
行
指
蹄

大

品

序

+
二
門
糎
序

合
放
光
讃
略
解
序

一=:

 

一

巷
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摩
詞
鉢
羅
若
波
羅
密
経
抄
序

等
で
あ

る
。
亦
庸
　山
の
慧
遠

の
如
き
も
大
摺
度
論
抄
、
二
十
巻
、
大
癖
論
疏
序
の
著
蓮
あ
り
。
大
桑
大
義
章

に
は
羅

什

に
法
性
置
ハ際
、
破
塞
等
を
質
疑
す
る
所
あ

る
を
綜
合
し
て
推
察
す
れ
ば
、
念
佛

の
外

に
思
想
的
關
心
と
し
て
般
若

的
思
想
に
多
大
の
興
味
を
持
ち
、
研
究
し
て
ゐ
た
も
の
と
首
肯

せ
ら
れ
る
。

已
上

の
如
く
東
晋
時
代

に
は
般
若
の
研
究
者
が
熾
ん

に
起
り
、
又
薯
述
を
試

み
て
ゐ
て
支
那
佛
敏
史
上
比
肩
す
可

き
時
代
は
な

い
。
然
も
其

人
、
其
著
書

の
多
く
し

て
實

に
櫻
梅
桃
梨

一
時
に
欄
登
し
た
る
戚
あ
り
。
(
5
)

(1
)
佐
藤
純
英
著
「
黎
肪
期

に
於
け
る
皮
那
佛
教
哲
學
」

(龍

谷
大
學
論
叢
第

二
八
三
號

八
六
-

一
〇
四
)
、
伊
藤
義
賢
著

「
支
那
佛
教
正
史
」
上
谷

(
一
四
四
ー

一
五
〇
)
、
境
野
硫
,士
「,支
那
佛
敏
史
網
」
(
九

二
ー
1

九
五
)滲
照
。

(
2
)
出

三
藏

艶
集

(大

正
藏

狸
五
〇
、

一
)
歴
代

三
寳
紀
、

(大

正
藏

絶
四

九
、

二
二
)
、
開
元
繹
教
録
(
大
正
藏
縄

五
〇
、
四

七
七
)
所
載
。

(
3
)寺

沙
門
玄
跳
く上
表
記
(
大
正
藏
纒

五
二
も

八

「
八
)滲

照
。

(4

)出

三
藏
記
集
(
大

正
藏
経

五
〇
、

一
)
「
高
俗
傳
し
巷

血
、

(
大
正
藏
経

五
〇
、

三
五

一
)
所
載

。

(暫む
)
樹
・噛縢
古
鑑
先
童
著
昌
.大
般
若

理
趣

分
の
硯
究
」
の
内

の
「
般
若
思
想

の
傳

來
」
(
一
七
ー

三
〇

)
の
岬唄
滲
照
。

第

二

節

憾
肇
幽
盤
晦
代
の
蓮
激

今
昌
道
敏
を
口
に
す
る
岩
は
黄
帝
に
共
端
を
登
し

て
老
聴

に
擦

つ
て
大
成
さ
れ
、
現

行
の
老
子
道
徳
経
を
以

て
所

依
の
根
本
纏
の
如
く
傳

へ
ら
る

＼
も
、
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
。
元
來
道
教

の
目
的
と
す
る
は
魏
書

に
も
、

酪
中
塾調

の

研

究

(
一
七
)
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跡筆

弥調

の

研

究

(
一
八

)

上
云
朋
化
飛
、
典
稽
消
災
滅
渦
。
(
大
正
藏
樫
五
二
、
一
〇
五
)

と
謂
ひ
、

二
教
論

に
も
、

厭
品
有
三
、

一
者
老
子
無
爲
、
ご
者
神
佃
餌
服
、
三
者
符
録
禁
厭
。
(大
正
藏
経
五
二
、
一
四
一
)

と
言

ふ
如
く
、
老
子
の
無
爲
と
は
道
教
が
老
子
を
以

て
共
祓
師
と
な
し
て
か
ら
起

つ
た
こ
と
で
、
是
れ
は
後
世
に
至

つ
て
増
盆
せ
ら
れ
た
所

で
あ

る
。
神
仙
餌
服
と
は
丹
を
轍

つ
て
不
老
棘
仙
と
な

る
術

で
あ

つ
て
朋
化
昇
天
と
全
く
等

し
く
、
此
の
信
仰
は
支
那
古
代
か
ら
既

に
民
間
に
行
は
れ
て
居
た
も
の
で
あ
り
、
符
合
禁
厭
は

シ
ヤ

マ
ン
敏
の
如
く

禁
厭
に
族

つ
て
無
病
息
災
を
得
ん
と
希
望
す
る
も
の
で
、
前

の
消
災
滅
渦
と
共
意
趣
は
異
な

つ
て
ゐ
な

い
。
斯

の
黙

か
ら
し
て
道
教
は
固
よ
り
何
等

の
交
渉
の
な

い
も
の
で
あ

る
。
後
世
道
家

の
経
典
が
次
第
に
造
作

せ
ら
れ
ん
と
し

て

も
、
夫
等
は
圭
と
し

て
前
述

の
如
き
魔
術
的
な
術
法
が
中
心
に
成

つ
て
説
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
殊

に
漢
代
よ
り
三

國
六
朝
時
代

に
到

る
問
、
佛
教
が
傳

來
し
た
と
す
る
も
、
共
経
巻
の
歎
は
少
く
、
共

上
民
問
の
信
仰
も
未
だ
盛
ん
で

な

か
つ
た
か
ら
、
此
爾
教
殆
ん
ど
相
並
び
存
し
風
馬
牛
相
關
せ
ざ
る
も
の
で
あ

つ
た
。
兎
も
角
も
、
後
世

の
所
謂
道

家
の
敏
な
る
も
の
は
後
漢

の
三
張
以
後
漸
く
共
の
形
態
が
備

つ
た
も
の
、
如
く
で
あ

る
。
故
に
魏
書
繹
老
志

に
も
道

家
の
起
源
を
説

い
て
言

・ふ
。

及
張
陵
受
於
鵠
鳴
、
因
傳

天
宮
章
本
千
有

二
百
、
弟
子
相
授
其
事
大
行
、
齋
祠
脆
拝
各
成
法
、
道
有

三
之
九
府
百

二
十
官
、

一
切
諸
神
成
所
統
撮
、
叉
稻
却
藪
、
頗
類
佛
経
、
共
延
康
龍
、
漢
、
赤
明
、
開
皇
之
属
、
皆
共
名
也
、
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及
共
初
終
一
稔

天
地
倶
壊
、
共
書
多
有
禁
秘
、
非
共
徒
也
、
不
得
飯
観
、
至
於
化
金
錯
玉
行
符
勅
水
奇
方
妙
術
、

萬
等
千
條
、
上
云
朋
化
飛
天
、
次
辮
清
災
滅
鍋
…、
故
好
異
者
、
往
往
而
尊
事
之
。
(大
正
藏
絶
五
二
.
一
〇
五
)

裳
に
言

ふ
所
の
天
宮
章
と
ぱ
果
し
て
張
陵
自
ら
著
し
た
の
か
、
或
は
張
陵
以
前
既

に
多
少
存
し
て
居
九
も

の
か
更

に
到
ら
な

い
。
叉
魏
書

に
は
所
謂
佛
書
を
籍
み
來

つ
た
と
言

ふ
経
典
も
張
陵
時
代
存
し
た
も
の
か
將
又
後
世
の
も
の

か
、
叉
化
金
鉗
玉
等

の
秘
法
も
悉
く
が
彼
の
傳

ふ
る
所
な
る
か
否
か
、
此
等

の
こ
と
は
何
れ
と
も
確
と
し

て
知
る
可

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
が
、
北
周

の
二
敏
論
に
、

瀞豊
寳
創
自
一張
陵
、
藺矢
赤
烏
之
年
〃始
○
(大
正
藏
維
五
二
、
=
二

)

と
あ
り
、
又
同
論
や
北
周
頸
鷺
の
笑
遣
論

に
も
、

張
魯
租
父
陵
、
桓
帝
時
造
符
書
以
惑
衆
。
(大
正
藏
経
五
二
,
一
五
一
)

と
も
あ
り
、
要
す

る
に
張
陵
は
自
ら
符
書
や
道
纏
を
著
し
た
り
、
齋
祀
脆
拝
の
法
を
定
め
、
多
少
の
宗
敏
的
形
式
を

成
さ
し
め
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
需
繹
老
志
に
は
後
世
道
家
の
言

に
由

つ
て
道
家
の
「
原
出
於
老
子
」
(大
正
藏
経
五
二
、

一
〇
四
)
と
も
い
ふ
が

二
敏
論

に
は
北
ハ説
の
老
子
と
本
と
何
等

の
關
係
さ

へ
も
な
い
事
を
説
き
、
當
時

の
信
仰
状
態
を

読
明
し
て
衣
の
如
く
言

ふ
て
ゐ
る
。

今
道
士
始
自
張
陵
、
乃
是
鬼
道
、
不
關
老
子
、
李
鷹
蜀
記
日
、
張
陵
避
病
耀
病
於
丘
杜
之
中
、
得
毘
鬼
之
術
書
、

爲
是
途
解
使
鬼
法
、
後
爲
大
蛇
所
嚇
、
弟
子
妄
述
昇
天
。
(大
正
藏
経
五
二
、
;

四
)

馨
丁
論

の

研

究

(
一
九
)



肇

論

の
硯
究

(二
〇
)

張
陵

は
後
漢

の
順
帝
時
代

の
人
で
あ
り
、
共
道
を
受
く
る
も

の
米
五
斗
を
出
し
た
に
因

つ
て
世
之
を
米
賊
と
稽
し

た
。
張
陵
は
其
道
を
以
て
子
衡
に
博

へ
、
子
衡
は
子
魯

に
傳
授
し
た
。
張
魯
は
自
ら
道
経
を
作

つ
た
か
否
か
ぱ
鋼
然

と
し
な

い
が
、
兎
も
角
欧
治
上
の
権
柄
を
握
り
、
共

の
信
仰
を
鼓
吹
し
た
の
で
あ

り
、
叉
曹
操
が
張
魯

を
鎭
南
將
軍

と
し

て
拝
し
、
閲
中
侯
に
封
じ
た
事
な
ど
か
ら
俗
衆

の
聞
に
扶
殖
し
た
共
勢
力
の
侮

る
可
か
ら
ざ

る
も
の
が
あ

つ
た

こ
と
を
推
漏
す

る
に
足
る
の
で
あ
る
。
新

く
て
這
教
は
晋
代
を
蓮
じ
て
愈

々
盛
況
を
呈
し
、
経
典
も
漸
衣
に
製
作

せ

ら
る
、
も

の
が
あ

つ
た
檬

で
あ

る
。
而
し
て
此
傾
向
が
六
朝
前
後
に
到

つ
て
最
も
太
甚
し
て
成

つ
た
事
は
疑
念
を
挿

む
飴
地
は
な

い
。
前
蓮

の
道
安
の
二
敏
論

に
は
明
典
置
ハ僑

と
題
し
て
佛
教
経
論

の
多
数
な
る
を
説
き
、
次

に

む

む

む

む

詳
共
道
経
三
十
六
部
、
廣
期
定
廣
、
無
略
可
牧
、
帥
是
純
純
、
何
利
之
有
。
(
大
距
藏
経
五
二
、
一
四
一
)

と
謂
ひ
、
更

に
藪
鷺
笑
道
論

の
序

に
訟
)
、

臣
轍
下
士
之
見
爲
笑
道
論

三
雀
合
三
十
六
條
、
三
巷
笑
共

三
洞
之
名
、
三
十
六
條
者
笑
共
純
有

3
和
麺
鞭
。
(
大
正

藏
繧
五
二
、
一
四
四
)

と
も
あ

る
か
ら
南
北
朝
頃
迄
に
ぱ
圭
要
な

る
道
家
の
経
典
は
三
十
六
部
あ

つ
た
も
の
、
如
し
。
無
論
東
晋
の
初
め
に

在
世
し
た
共
抱
子
四
巷
、
避
覧
篇

に
は
、

唯
余
見
受
金
丹
之
経
、

及
三
皇
内
交
枕
中

三
行
記
、

北
ハ
醗
人
乃
有
不
得

一
観
此
書
之
首
題
者
突
、

他
者
難
不
具

得
、
皆
疏
共
名
、
今
將
爲
子
読
之
、
後
生
好
書
者
、
可
以
廣
索
也
。

P70



と
言
ひ
百
歎
十
部

の
書
名
を
列
記
し
て
居

る
。
圃
と
塩

く
も
の
あ
り
、
記
と
稻
す
る
も
の
あ
り
、
中

に
は
経
と
稽

す

る
も
の
あ

つ
て

一
様

で
な
く
、
又
共

の
内
容
に
至

つ
て
は
固
よ
り
知

る
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
。
共
他
大
符
合
し

て
五
百
悲
、
小
々
の
も

の
具
さ
に
列
記
す

べ
か
ら
す
と
言

ふ
。
併

し
此
等
が
総

べ
て
民
問
に
行
は
れ
た
も
の
で
な

い

こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な

い
。
買
49
洪
・目
か
ら
も
具
さ
に
得

べ
か
ら
す
と
謂
ふ
を
以

て
も
容
易

に
推
察
さ
れ
る
。
…道
家
が

本
よ
b
多
歎

の
経
典
を
存
し
た
も
の
～
如
く
装
ひ
世
人
を
欺

い
た
が
、
實
は
道
家
は
常

に
秘
密

の
袖

に
隙
れ
て
巧
み

に
書
名
を
作

つ
た
の
で
あ

る
。
(
ヱ
)

ム
、
吾
人
は
道
家
の
上
古
の
歌
態
を
淡
白

に
説
き
、
束
晋
時
代
迄
の
輕
典
製
作

に
就
て
筆
を
蓮
ん
だ
の
で
あ

る
が
、

更

に
翻

つ
て
最
も
民
衆
と
交
渉
關
係
の
深
き
政
治
の
緊
馳
問
題
を
蓮

べ
て
見
よ

う

と

愚
ふ
。

束
漢

の
末
葉

に
到

る

頃
、
漸
く
朝
廷
に
在

つ
て
は
官
∵官
が
蹟
厘
し
、
外
・戚
楼
を
專
ら
に
し
て
居

た
。
嘗
時
の
氣
節

の
士
は
等
し
く
立

つ
て

旺
ん
に
政
治
の
紫
働

せ
る
を
非
議
す
る
や
、
忽
ち
黛

の
渦
を
興
す
に
至
り
、
渦

に
罹

る
も
の
多

く
は
儒
教
の
徒
で
共

藪
約
七
百
人
に
及
ん
だ
。
愛
に
於

て
識
岩
脚
ち
瀦
世

の
意
を
絶
ち
、
稲
晦
し
て
高
く
人
外

に
歩
み
、
塵
世
と
隔
離
す

る
の
厭
世
圭
義
が
流
行
し
た
。
從

つ
て
高
躇
的
な
道
を
設
く
に
老
じ
た
老
荘
岩
流

に
儒
敏
が
王
座
を
譲

る
の
端
緒
を

拓

く
に
至

つ
九
。
時

に
俗
嬬
敏
に
は
服
慶
鄭
玄
費
蓬

の
如
き
博
學

の
士
が
存
す
る
も
訓
話
の
學
に
走
り
、
形
式
に
囚

れ
、
自
由
を
拘
束
し

て
少
し
く
形
而
上
の
思
想
あ
る
者
は
到
底
形
骸

の
み
の
規
範

に
齪
齪
す
る
こ
と
を
欲
し
な
か

つ

た
。
老
荘

の
無
爲
惜
淡

の
道
が
次
第

に
流
布
す
る
に
到

つ
た
の
は

一
は
之
が
爲
め

で
あ

る
。
欺
様
な
政
治
の
敏
陥

に

肇

論

の
研

究

(
二
一
)

7()



肇
・
論

の

研
…
究

(
一=

一
)

由

つ
て
厭
世

の
風
潮
と
思
想
上
の
獲
遽
か
ら
來

つ
た
自
然
的
風
潮
と
相
倹

つ
て
後
漢

の
晩
年
以
後
、
清
談
者
が
輩
出

し
、
魏
晋
時
代

の
大
な
る
特
色
を
醸
す
に
至

つ
た
。
彼
の
清
談

の
租
と
す
べ
き
何
曼
、
王
弼
等

の
如
き
は
、
何
嬰
の

論
語
の
註
、
王
弼
の
周
易

の
註
は
皆
老
荘

の
虚
無
を
旨
と
し

て
解
繹
を
下
し

て
ゐ
る
。
斯

く
て
三
國
時
代
よ
り
西
晋

に
至

つ
て
は
肚
會
の
獲
蓬

に
件
ひ
人
心
盆

々
動
接
し
て
、
破
壊

の
思
想
と
瓢
逸

の
風
習
と
は
天
下
の
圭
流
を
成
し
、

竹
林
七
賢
、
王
術
、
王
澄
、
樂
廣
、
院
修
等
の
徒
、
相
率
ひ
て
世
外

の
談
を
な
し
、
共
名

一
時
に
高
き
も
の
が
あ

つ

た
。

で
束
晋
時
代

に
至
り
孫
緯
が

「
道
賢
論
」
(
2
)
を
製
し
て
天
竺

の
七
道
を
以

て
竹
林

の
七
賢
に
比
し
た
の
は
輩

に
其
性
行
事
蹟

の
類
似
す
る
の
み
な
ら
す
、
當
時
の
佛
敏
が
老
荘
的
傾
向
が
多
分
に
あ

つ
た
事
を
暗
示
す

る
も
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
道
賢
論
を
見

る
に
孫
練
は
、

(
一
)
西
晋
の
竺
法
護
を
以
て
山
E
源
に
比
し
て
云
ふ
、

O

護
法
徳
居
物
宗
、
臣
源
位
登
論
道
、
二
公
風
徳
高
遠
、
足
爲
流
輩
奥
Q
(大
正
藏
経
五
〇

三
二
六
-

三
二
七
)

(
二
)西
晋

の
畠
法
租
を
以

て
稽
康

に
比
し

て
云
ふ
、

畠
祀
聲
起
於
管
蕃
、
中
散
禍
作
於
鐘
會
、
二
賢
並
以
俊
適
之
氣
、
棲
心
事
外
、
輕
世
招
患
、
殆
不
異
。

(大
正

藏
一郷
輯五

〇
、

三

二

七
)

(
三
)
東
晋

の
干
法
蘭
を
以
て
院
嗣
宗

に
比
し
て
云
ふ
、

蘭
公
逡
身
高
省
妙
述
、
殆
至
人
之
流
、
玩
歩
兵
傲
猫
不
群
、
亦
蘭

之
濤

也
。

(大
正
藏
纒
五
〇
、
三
五
〇
)



(
四
)東
晋

の
支
道
林
を
以
て
向
子
斯
に
比
し
て
云
ふ
、

支
遁
向
秀
向
老
荘
、
二
子
異
時
風
好
玄
同
尖
。
(大
正
藏
繹
五
〇
、
三
四
九
)

(
五
)
東
晋
の
竺
法
深
を
以

て
劉
伯
倫

に
比
し

て
云
ふ
、

深
公
道
素
淵
重
、
有
遠
大
之
量
、
劉
伶

羅
意
放
蕩
、
以
宇
宙
爲
小
、
錐
高
棲
之
業
、
劉
所

不
及
、
而
噴
大
之

膿
同

奥
。

(大
正
藏
経
五
〇
i

三
四
八
)

(
六
)
東
晋
の
干
道
遽
を
以
て
玩
成

に
比
し

て
云
ふ
、

錐
　
有
窪
隆
、
高
風

一
也
。
1

是
れ
或
人
が
、
成
有
累
騎
之
機
、
遽
有
清
冷
轡
、
何
得
爲

匹
。
と
云
ふ
に

封
す
る
も
の
で
あ
る
Q
(
大
正
藏
経
五
〇
、
三
五
〇
)

(
七
)
東
晋
の
竺
法
乗
を
以
て
王
溶
沖

に
比
し
て
云
ふ
、

法
乖
甲安
曲
豆
、
少
有
機
悟
之
臨
企
、
瀞郎
貼追
俗
一殊
操
、
降
叶旧
可
以
相
准
。
(大
正
藏
縄
五
〇
、
三
四
七
)

此
等
道
賢
論

に
顯
れ
た
佛
敏
者
以
外
に
其
亜
流

一
々
枚
基
す

る
に
蓬
が
な

い
程
で
、
當
時

の
有
識
階
級
の
入
々
は
殆

ん
ど
老
荘
を
學
ん
だ
も
の

、
如

く
で
あ
る
。
更
に
高
信
傳

に
由

つ
て
二
、
三
、
老
荘

に
交
渉
す
る
も
の
を
墨
げ

て
見

よ
う
。

(
一
)
法
雅
ー

亦
辮
格
義
以
訓
門
徒
。
(
大
正
藏
経
五
〇
、
三
四
七
)

(
二
)
慧
遠
i

年
十
三
随
令
孤
氏
遊
學
許
洛
、
故
少
爲
諸
生
、
博
綜
六
脛
尤
善
老
荘
。
(大
正
藏
縄
五
〇
、
三
五
七
)

肇

論

の

硯

究

(
二
三
)



聲

論

の

研

究

(
二
四
)

(
三
)
信
肇
ー

家
貧
以
傭
書
爲
、
途
因
善
寓
、

乃
歴
観
経
、

史
備
審
墳
籍
、

愛
好
玄
微

、

毎
以
老
荘
爲
心
要
。

(大
正
藏
経
玉
(∪
、
三
山ハ
五
)

と

あ
り

、
、
又
信
肇

に

は
老
子

の
註

四
巷
あ

り

、
羅

什

に
は
老

子

の
註

二
巻
を

著

し

て
ゐ

る
程

で
あ

る
か
ら

、
無
論

佛

老

二
教

の
關
闊

は
極

め

て
自
由

に
精
通

し
た
筈

で
あ

る
。

(
3

)
道

安

の
安
般
註

序
を
見

る

に
次

の
如
き

交
句

あ
り

。

む

　

　

む

　

安
般
寄
息
以
成
守
、
四
麗
寓
骸
以
成
定
也
、
寄
息
故
有
六
階
之
差
、
寓
骸
故
有
四
級
之
別
、
階
差
者
損
之
又
損
之

つ

つ

り

つ

　

　

つ

　

つ

つ

り

つ

り

　

　

以
至
於
無
爲
、
級
別
者
忘
之
又
忘
之
以
至
於
無
欲
也
、
無
爲
故
無
形
而
不
固
、
無
欲
故
無
事
而
不
適
、
無
形
而
不

因
故
開
物
、
無
事
而
不
適
故
能
成
務
、
成
務
者
帥
萬
有
而
自
彼
、
開
物
者
使
天
下
粂
忘
我
也
、
彼
我
讐
磯
者
、
守

干
唯
守
也
Q
(大
正
藏
経
五
五
、
四
三
)

是
れ
彼
の
老
荘
の
用
語
を
轄
用
し
、
且

つ
無
欲
、
無
爲
を
詮

い
て
泊
然
無
著

の
境
涯
を
術
杣
す
る
も
の
に
類
似

し
て

ゐ
る
こ
と
は
明
瞭
に
看
牧

さ
れ
る
。
斯

く
佛
教
者
に
老
駐
思
想
に
關
心
が
持

た
れ
、

一
方
道
敏
に
於
て
も
雁
行
し
て

隆
盛
と
な
る
と
共

に
、
敏
理
、
形
式
等

に
劣

つ
た
爲
め
佛
教

に
罫
抗

せ
ん
と
七
て
盆
々
経
典
を
製
し
た
。
随

つ
て
暗

囲
は
積
極
的

に
、
或
は
消
極
的
に
な
さ
れ
π
の
も
白
然
の
勢

の
然
ら
し
む

る
所

で
あ

る
。
愛
に

一
例
を
基
げ

て
見
れ

ば
、
笑
道
論

に
道
家

の
法
華
経
改
作
を
載

せ
て
あ
る
。

此
乃
改
法
華
佛
智
、
爲
道
智
耳
、
自
飴
並
同
諸
文
非

一
、
昔
有
道
士
顧
敷
答
、
難
費
妙
経
天
交
大
宇
出
於
自
然
、

本
非
法
華
、
乃
是
羅
什
妄
與
憎
肇
、
改
我
道
経
爲
法
華
也
。
(大
正
藏
纏
五
二
、
一
五
〇
)
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と
あ
り
、
牽
張
附
會
も
此
に
至

つ
て
は
寧
ろ
滑
稽

の
観
が
あ

る
。
叉
濟
苦
経
、
霊
寳
経
、
化
胡
纏
(
4
)
も
佛
典
に
働

つ
て
造
れ

る
こ
と
は

=
讃
せ
ば
容
易
に
首
肯
し
得
ら

る
、
。
共
他
道
経
中

に
佛
敏
奪
重
の
ロ
吻
を
洩
ら
し
た
経
文
も

少
く
な

い
。
(
pO
)
共
中
の
佛
語
を
刻
矯
し
た
こ
と
は
顯
著
な
事
實

で
あ

る
が
、
佛
教
所
属

の
儒
経
が
共
反
封

に
道
経

に
口
吻
を
流
用
し
て
ゐ
る
も

の
も
少
く
な
い
。
右
の
様

に
佛
道
爾
敏
に
於
て
或
は
敏
理
に
、
或
は
形
式

に
極
め
て
接

近
し
た
る
關
係
が
あ

つ
た
。
併

し
愛
に
注
意
す
可
き
問
題
が
あ
る
。
凡
そ
清
談
無
爲
な
る
も
の
道
家
の
創
説

に
か

、

る
も
の
か
、
將

叉
佛
敏
の
影
響
あ

つ
て
然
る
も
の
行
は
れ
た
か
の
問
題

で
あ
る
。
之
を
槍
討
す
る
に
清
談
の
形
式
、

融
題
目
、
効
果
、
等

の
絵
り
に
維
摩
纏

に

類
し

て
居

り
、

亦
呉
の
支
謙

に
由

つ
て
そ
れ
が
謬
出
さ
れ
て
以
來
愛
葡

さ

れ
、
彼

の
僧
肇
が
そ
れ
に
由

つ
て
出
家
し
且

つ
註
繹
を

せ
し

一
事
は
能

く
共
邊

の
消
息
を
物
語

る
も
の
で
は
な
か
ら

う
か
。
斯
経
が
當
代

の
思
想
家
に
愛
請
さ
れ
、
感
化
を
如
何
に
輿

へ
し
か
は
南
北
朝

に
属
す
る
石
窟
、
金
石
等
(
6
)

に
維
摩
脛
を
題
材
と
し
背
景
と
せ
る
物

の
歎

に
至

つ
て
は
無
限
と
謂

ふ
程

の
状
況
に
篠

つ
て
之
を
推
察
す
る
事
が
充

分
に
出

來
る
。

一
鷹
之
を
観
察
す
る
時
、
或
は
清
談
な

る
風
潮
が
維
摩
経
盛
行
の
源
泉
な
り
と
せ
ら

る
可
き
も
、

一

歩
進
め
て
之
を
考
察
す
る
時
、
維
摩
経

の
傳
鐸
が
却

つ
て
清
談
な
る

一
種

の
思
想
的
、
脱
俗
的
趣
好
を
創
造
し
た
の

で
あ

る
と
思
は
る
～
。
よ
し
清
談

の
風
を
有
す
る
思
想
傾
向
が
佛
敏
を
没
交
渉
に
勃
興
し
た
と
す
る
も
、
呉

の
時
代

に
於
て
早

く
も
翻
鐸

せ
ら
れ
江
維
摩
経
が
之
に
張
ひ
て
聲
援
を
與

へ
て
眞

の
清
談
た
ら
し
む
る
に
至

つ
た
事
は
雫

ふ

可
か
ら
ざ
る
所
で
あ

る
。
南
北
朝
に
斯

の
如
く
熾
ん
に
愛
葡
さ
れ
た
該
脛
が
三
國
爾
晋
時
代

に
於
て
愛
讃

さ
れ
な

い

肇
・
齢謂

の

研

究

(
二

五
)
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牌筆
論

の
硯
究

(
二
六
)

理
由
は
無
く
、
從

つ
て
共
の
影
響
を
及
さ
な

い
理
由
の
根
族
は
秋
毫
も
成
立
し
な

い
と
思

ふ
。

已
上
の
如
く
後
漢
頃
よ
り
爾
…晋
時
代

に
亘

つ
て
老
荘

思
想
が

一
般
に
盛
ん

に
行
は
れ
た
の
で
あ

る
。
街
二
十
二
吏

箭
記
(
巷
)
八
の

一
節
を
引
用
し
て
如
何
に
六
朝
前
後

に
清
談
の
風
習
が
勢
力
を
有
し
た
か
を
明
か
に
し
て
置
か
う
と

思
ふ
。

清
談
起
於
魏
正
始
中
何
嬰
王
弼
祀
述
老
荘
。

謂

天
地
萬
物
皆
以
無
爲
本
、

無
也
者
開
物
成

務
、

無
往
而
不
存
者

也
、
是
時
玩
籍
亦
素
有
高
名
、

口
談
浄
虚
不
遵
禮
法
、
籍
嘗
作
大
人
先
生
傳
、
謂
世
之
禮
法
君
子
如
鍛
之
庭
揮
、

其
後
王
術
樂
廣
慕
之
、
倶
宅
心
事
外
、
名
重
於
時
、
天
下
言
風
流
者
以
王
樂
爲
稽
首
、
後
進
莫

不
競
爲
俘
誕
途
成

風
俗
、
學
者
以
老
荘
爲
宗
而
瀦
六
経
、
談
者
以
虚
蕩
爲
辮
而
賎
名
、
槍

行
身
者
以
放
濁
爲
通
而
狭
節
信
、
仕
進
者

以
苛
得
爲
貴
而
鄙
居

正
、
當
官
者
以
望
塞
爲
高
而
笑
勤
恪
、
共
時
未
嘗
無
斥
共
非
者
、
如
劉
頚
屡
言
治
道
、
傳
威

の

毎
糾
邪
正
、
世

反
謂
之
俗
吏
、
嚢
顧
叉
著
崇
有
論
以
正
之
、
江
惇
亦
著
通
道
崇
槍
論
以
矯
之
、
下
壺
斥
王
澄
謝
鰻

謂
悼
禮
傷
教
、

中
朝
傾
覆
實
由
於
此
、

萢
惣
用
亦
謂
王
弼
何
曼

二
人
之
深
罪
於
桀
尉
、

鷹
砦
謂
之
康
以
來
賎
糎
術

道
、
永
嘉
之
弊
由
之
、
熊
遠
陳
額
各
有
疏
、
論
莫
不
大
聲
疾
呼
欲
挽
回
頽
俗
、
而
習
荷
巳
成
、
江
河

日
下
、
卒
能

,獲
也
。

三
國
か
ら
六
朝

に
於
け

る
老
荘
學
の
盛
ん
な
る
こ
と
は
、
實

に
斯
の
如
く
驚
く
可
き
で
あ

つ
た
。
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(1
)
武
内
義
雄
博

士
著
「
老
子

の
研
究
」
「
老
子
原
始
」

に
詳

設
し

て
ゐ
る
か
ら
参

照
せ
よ
。

(
2
)「
道
賢

論
」
は
現

存
せ
ぬ
が
、
梁
高
信
傳
中

に
七
賢

の
各
傳

の
末
尾

に
記
載
す
。

(3
)
竹
内
武
維
博
士
著
「
老
子

の
硯
究
」

(四
四
七
ー

四
四

八
)
及
び

幅
島

俊
翁
先
生
署

「
老
荘

と
輝
」

(輝
學
硯
究
第
二
號

四
三
ー

四
四
)
を
参

照
せ
よ
。

(
4
)
桑
原
隅
藏

博
士
著

「
支
那
史
説
苑
」
(
一
八
九
i

二
〇

四
)
所
載
。
笑

道
論
(
廣
弘
明
集
所
載
)
の
老
子
作
佛
者
條

下
。
勅
星
曇
遣
使
者
條

下
を

参

照
せ
よ
。

(5

)矢
吹
博
士
著

「
道
家

の
傭
纏

に
就

い
て
」

の
三
、
「
道
経

丈
中

の
敬
佛
語
録
」
四
、
「
道
家

の
傭
作

と
佛
語
剰
鋸
」

(宗
敏
界
第

+
四
號
)

同
博
士
著
「
支
郵
佛
敏

と
現

存
儒
纒
」
の
四
、
「
道
家

の
ロ
吻
」
(
宗
教
硯
究
」

現
代
佛
教

の
研
究
)

(二
九

五
i

二
九
七
)参

照
。

(6

)
大
屋
徳
城
先

生
著
「
日
本
佛
教
由
伽
の
研
究
」
巷

一
、

(
五
-

一
七
)
及
び

常
盤
博

士
著
「
支
那
佛
跡
蹟
杏

、
古
賢

の
跡

へ
」

(
一
五
八
-

一
五
九
)
を
参

照
。
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肇

論

の

研

究

(
二

七
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肇

論

の

研

究

(
二

八
)

86




